
 

【意見の概要とそれに対する市の考え方】 

 

No 意見の概要 意見に対する市の考え方 

１ 整備に当たっては、遺跡本体にとどまることな

く、下助渕所有の農業用溜池～志田平集落裏手の

林道を経由して七湊集落野球場まで一体を里山

のウォーキングコースとして整備していただき

たいです。 

現在の史跡の園路は旧神納東小学校側の発掘調

査時の作業道を利用した仮園路のみとなります。

本計画では下助渕堤側の園路を整備し、周遊コー

スを設定することを盛り込んでおります（第９章

第２節—２．—（４））。ご指摘の通り、下助渕堤～

七湊集落センターまでの林道については史跡見

学のルートとしても、里山散策のウォーキングコ

ースとしても非常に有用性が高いものと認識し、

第９章第２節—２．の「（５）公開・活用に必要な

移設の整備」において取り上げております。令和

６年度策定予定の「整備基本計画」に向けて、具

体的な方法等を検討していくとともに、各関係各

所と調整を図ってまいります。 

２ 旧神納東小学校裏手から遺跡に向かう急な山道

を１０分程度登ると、山上に山元遺跡の住居跡が

あります。住居跡から南西方向に眼を向けると、

眼下に日本海東北自動車道が新潟方面に延びて

おります。高速道の周辺はすべて田んぼです。そ

の歴史的価値のある遺跡を活用すると共に、山上

から西側に下ると下助渕の堤（農業用の溜池で、

現在は何も利用されていない）から志田平裏手林

道を通り七湊農村公園に至る小高い丘陵地帯の

自然を一体として活用した開発を考えていただ

ければと思います。 

弥生時代の環濠集落跡を見学し、弥生人の生活に

思いを巡らせ、里山をゆっくり散策することがで

きるようになれば、てごろな自然散策の場として

も重宝されるはずです。遺跡見学と周辺の自然を

満喫できるルートとして遊歩道が整備できれば、

この地域を訪ねる人も必ず増えてくると思いま

す。 

３ 保存活用については概ね基本方針に沿う形で順

次進められるのであればいいと思いますが、せっ

かくなら村上市屋内遊び場をふくめた範囲で公

園として整備できないかと考えます。また、遺物

についても展示してほしいです。（レプリカでも

良いかと思います） 

村上市屋内遊び場を含む旧神納東小学校跡地は

本史跡の東側導入部に適した場として、第７章第

２節では「Ｃ－１地区：活用に資する地区」と区

分しております。この地区のあり方、方向性につ

きましては今後関係部署と協議・調整を図りなが

ら、来訪者の利便性を高めてまいりたいと考えて

おります。 

遺物の展示につきましては、現在、朝日地域に所

在する「縄文の里・朝日」に一部を常設展示して

おり、今後も継続し、拡充していく方向でおりま

すが、現地においても遺物を含め、史跡の導入が



必要と考えておりますので、いただいたご意見を

今後の整備・活用の参考にさせていただきます。 

４ 遺構の保存を考えると現地案内にＡＲ技術を利

用しての当時の様子の再現などが最適と考えま

す。（可能なら動画やアニメーションもあると良

いですが） 

ご指摘の通り、遺構の保存を図ったうえで、来訪

される方々の史跡への理解を促す活用・整備が必

要となります。本計画では第８章第２節—４およ

び第９章第２節—２—（３）でご意見に係る部分を

取り上げており、視覚的な情報提供に取り組んで

まいります。今後、具体的な方法や内容を検討す

る際にはご意見を参考にさせていただきます。 

５ 史跡の完全公有地化はいつごろになりますか。公

有地になって初めて本格的に整備に着手できる

のではないか。史跡整備前であっても、ガイダン

ス施設（案内所）は必要と考えます。（見学者の

ためのガイダンスや休憩スペース・トイレ）。 

市有地の公有化は令和３年度より順次開始して

おり、令和７年度に完了する予定です。具体的な

整備につきましては令和６年度策定予定の「整備

基本計画」を策定したのちに着手することとなり

ます。 

６ 将来的には史跡公園として活用することになる

と思いますので、その将来の完成図などもガイダ

ンスやパンフレットにも表現して理解と協力を

得る一助にして欲しい。 

具体的な史跡の将来像等につきましては令和６

年度に「整備基本計画」を策定する予定でおりま

すので、ご意見を十分参考にさせていただき、そ

の周知方法等を検討してまいります。 

７ 長期の整備保存にあっては地域住民の長期間に

わたっての協力がいちばん重要になります。地域

住民と行政の連携を密にして、一体となった事業

推進に御留意をお願いします。地域住民の熱い思

いが持続していくように。村上市民共有の財産と

はいえ、保存のための作業などには先ず地元住民

の協力が中心となる。先行の２国史跡保存会の現

状を見ても明らかである。 

将来にわたる史跡の保存活用において、地域住民

の方々のご協力は不可欠と考えております。本計

画の中でも第８章第１節・第２節－３、第 10 章

第２節－４で取り上げており、地域住民及び地域

主体の各種団体と連携・協働を図っていまいりま

す。 

８ 保存会と公民館との位置づけはどうなりますか。 



９ 整備計画を普及活用するためにも、要望があれ

ば、職員による学校への出前授業や発掘体験など

で子どもたちから、逆に家族に向かっての話題提

供も活性化になるのではないでしょうか。地域に

あって、社会科の授業で、弥生の国史跡の発掘を

体験できることはとても珍しいことだと思いま

す。新たな話題性に着目できる機会です（郷土を

誇る）。 

ご意見につきましては第８章第 2節に「１．学校

教育における活用」として取り上げており、学校

との情報共有を図りながら、授業に取り入れやす

いような内容の検討を進めてまいります。貴重な

ご意見として参考にさせていただきます。 

10 史跡見学者の駐車場の指定が必要です。 駐車場につきましては本計画でもその必要性に

ついて「第５章 山元遺跡の現状と課題」でも取

り上げており、史跡東側の導入部として活用が期

待される旧神納東小学校跡地の利用等について、

今後関係部署と調整・連携を図ってまいります。 

11 一人でも多くの住民に理解してもらうために「国

指定 山元遺跡」かわら版のようなものを年１～

２回発行して新しい情報を発信する。活動し続け

る年間のにぎわい報告書となる。 

ご意見につきましては、史跡の活用における成果

の周知方法を検討する際に参考にさせていただ

きます。 

12 学校や地域住民の交流の機会の一つとして、遺跡

の上から見える田に古代米の栽培や田植えから

収穫祭に至るまで広場を中心に一緒に行う。学校

と地域住民との交流の機会のひとつ。 

ご意見につきましては史跡の活用の取り組みを

を検討していく際に参考にさせていただきます。 

13 中世の城跡などと違って、弥生時代の後期にあっ

ては、どのようにして、どこから来た人たちがこ

の地で生活していたのか、そのルートやルーツの

探索も興味をひくのではないか。 

本史跡の性格等についてはこれまでの調査・研究

から現時点では、第３章に記載した内容としてお

りますが、ご指摘の点につきましては、非常に重

要な視点と考えておりますので、今後も調査・研

究を推進し、成果を周知してまいります。 

14 交流や交易には交換の産物が必要な筈であるが、

このムラはいったい何をもって交易がなされた

のか知りたいと思う。また、交易の地に選ばれる

にはモノだけではなく、ヒトの力も大きな影響力

があると思う。ムラの調査に興味があります。 



15 南限である北の文化や北限である北陸や西の文

化のそれぞれの中心的な役割をはたしたと思わ

れる遺跡の見学ツアーなどで知識を深めていく

ことも必要と思われる。 

ご意見につきまして、他の遺跡や関連する周辺自

治体と連携することは、本史跡を理解する上で必

要と考えております。今後、史跡の活用の充実を

図っていく際に参考にさせていただきます。 

16 国指定３史跡の簡易な紹介でもいいので、移住者

募集の環境のウリの一つにも挙げてほしい。現代

版の異文化交流の実現も可能かもしれない。豊か

な大自然と食、加えて縄文と弥生文化の遺跡は

「関係人口」を増やす武器にもなる。関係が深ま

れば、定住や企業のチャンスも訪れる。交流人口

増加のプランのもう一つとして、都会の子供たち

との自然教室の体験。植樹をして毎年自分の植え

た木を見に来てもらい手入れをする。 

ご意見につきましては、今後、関係部局と情報共

有及び連携を図りながら、どういった手法が可能

か検討してまいります。 

17 この立ち上げ期に史跡の勉強会（講習会）などを

とおして史跡の市民への周知と将来のガイドへ

の布石も考えられるのではないでしょうか。 

歴史講座や現地見学会のほか、遺物を用いた企画

展、シンポジウム等を開催し、様々な年代の方が

学ぶ機会を創出することを本計画に盛り込んで

おり、それらを確実に実施していくことで市民へ

へ史跡の周知を図ってまいります。 

ガイド育成については、本計画期間の内は史跡の

周知を第一としていることから、計画の中では触

れておりませんが、その必要性は承知しておりま

すので、今後の取り組みの参考とさせていただき

ます。 

 

 


